
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
参考文献 
・脇坂光彦 「三ツ城古墳研究ノート」 『芸備』第 24 集 1995 年 

・妹尾周三 「古墳時代終末期の安芸地方―御年代古墳と竜山石製の家形石棺を中心として―」 『芸備』第 24 集 1995 年 

・広島県教育委員会 『安芸横見廃寺の調査Ⅱ』 1973 年 

・広島県教育委員会 『安芸横見廃寺の調査Ⅲ』 1974 年 

・国立歴史民俗博物館 『国立歴史民俗博物館資料図録４ 瓦コレクション』 2006 年 

・広島県立歴史民俗資料館 『原始・古代の広島県』 1981 年 

広広広島島島大大大学学学   県県県立立立広広広島島島大大大学学学（（（財財財）））広広広島島島市市市文文文化化化財財財団団団文文文化化化財財財課課課   連連連携携携事事事業業業『『『広広広島島島ののの文文文化化化財財財講講講座座座』』』  

安安安芸芸芸ののの古古古墳墳墳ののの変変変遷遷遷   
古古古瀬瀬瀬教教教授授授ととと行行行くくく   広広広島島島歴歴歴史史史探探探訪訪訪バババスススツツツアアアーーー   

～～～県県県内内内最最最大大大ののの古古古墳墳墳 にににふふふれれれるるる～～～   

2010（平成22）年10月2日（土） 

国史跡 三ツ城古墳（東広島市西条中央） 

主催：財団法人広島市文化財団 文化財課 

8：50 広島駅に集合 　

9：00～9：50 出発・バスで移動

山陽自動車道（広島東～西条）、広島高速1･2号線経由 　

9：50～10：50
史跡 三ツ城古墳（東広島市西条中央）
東広島市立中央図書館

トイレ有り

10：50～ バスで移動

11：10～11：50 広島大学　考古学資料室（東広島市鏡山）

11：50～12：00 バスで移動 　

12：00～1３：00 和菜亭次郎丸で昼食（東広島市市西条町下見）

13：00～ バスで移動

13：20～14：20 県史跡 貞丸古墳群・史跡 御年代古墳（三原市本郷町）
御年代古墳近くの駐
車場にトイレ有り

14：20～ バスと徒歩で移動

14：30～15：00 史跡 横見廃寺跡・県史跡 梅木平古墳（三原市本郷町）
近くのレストランの
駐車場にトイレ有り

15：10～16：00 バスで移動 　

山陽自動車道（本郷～広島東）、広島高速1･2号線経由 　

16：00 広島駅で解散 　

時  間 備　考

広島歴史探訪バスツアー
「安芸の古墳の変遷～県内最大の古墳にふれる～」行程表

　

内　　　容



本郷の主要古墳・寺院（１：５００００）

1. 南方神社境内石棺　2. 貞丸第 1号古墳　3. 貞丸第 2号古墳　4. 御年代古墳

5. 梅木平古墳　6. 横見廃寺跡

(m) 1990年調査 2段目までの規模 3段目までの規模

全 長 92 74 80

後 円 部 直 径 62 42 50

後 円 部 高 さ 13

前 方 部 先 端 幅 66 36 52

く び れ 部 幅 22
後円部と前方部の比高差 2

三ツ城第1号古墳墳丘計測表

三ツ城古墳墳丘築造企画図（第 4次概報より）

1. 三ツ城古墳（第 1号古墳）　2. 第 2 号古墳　3. 第 3 号古墳

三ツ城古墳後円部主体部配置図

（第 3次概報より 一部改変）

№1

―１― ―２―



御年代古墳横穴式石室実測図（１：８０）

貞丸第 1号古墳横穴式石室実測図（１：８０）一部改変 貞丸第 2号古墳横穴式石室実測図（１：８０）一部改変

アミ目は顕著なノミ痕跡の範囲

梅木平古墳横穴式石室実測図（１：８０）　一部改変

№2

―３―



家形石棺実測図（１：４０）　一部改変　

1. 御年代古墳奥棺　2. 御年代古墳前棺　3. 南方神社境内石棺　4. 大日堂周辺石棺　5. 貞丸第 1号古墳石棺

№3

―４―



東方建物・回廊跡実測図

横見廃寺跡・遺構配置図

講堂跡

回廊跡

№4

奈良県　山田寺跡出土 軒丸瓦

横見廃寺跡出土 軒丸瓦・軒平瓦

横見廃寺跡出土
 忍冬唐草文軒丸瓦 (１：３）

単弁蓮華文軒丸瓦 (１：３)

単弁蓮華文軒丸瓦 (１：３)

○横見廃寺跡から出土した古代瓦

〈参考〉横見廃寺の瓦と同じ形の瓦

―５― ―６―
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